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囲を取 り囲むように大きな水路(濠)を 防御と水防さらに灌概用水路確保のため掘 り、その結果
生 じた土砂で寺院内部を盛 り土し、地盤を高めた上に構築している。このため寺院内部の土地は
安定しているとはいえない。むしろ盛 り土地であ り不安定な部分も多 く、現在寺院内で地盤の不






































気候 は、熱帯 サバ ナ(Aw)地 域 に当ってい る。図 一2は ア ンコール地域が隣接す る都市 シエ
ムレアプSiemreapのデー タである5)6)7)。年間総雨量 は1500mm位であるが、雨季 の6月 一10月と乾
季 の11月一5月 の差 が極 めて明瞭であ る8)。このため8月 には280～320mmも降るのに対 し12月に
はわずか2～10mm程度であ る。地下水位 も雨季 と乾季 で は3～4m上 下 してい る。近 くの トンレ
サ ップTonlesap湖の水域の面積 も乾季 には3000k㎡位なのが雨季 には1万k㎡へ と3倍 以上 に拡大する。




















一 シエムレアプ 降水量SiemreapRainfall(mm)圃東京 降水量TokyoRainfall(mm)
+シ エムレアプ 最低気温Temperature(℃)・→← 東京 最高気温Temperature(℃)
+シ エムレアプ 最高気温Temperature(℃)+東京 最低気温Temperature(℃)

















写真Aペ ージ.遺 跡立地地盤の不等沈下とそれに伴 う地盤流動の実態
地質構造的には、ゴンドワナ楯状地の一部としての安定陸塊の一部であ り、地震も無い。









沈下 ・流動している状況がよくわかる。このため、現在この部分の参道を左 ・右 に2分 し、写真
右片側の修復工事を終えた部分を使用、左片側の未修復部分は不通となったままである。
A-3は 、バンテアイ ・スレイBanteaySrei寺院。967年構築のヒンズー教寺院である。寺院を
取 り囲む周囲400mの環濠 というより、ここは広い掘 り込み池中の築島部分に構築されたような寺
院である。このため、石造寺院自体が濠の方へと流動している典型的な事例である。この写真で
は、前方や右方に向かって石積み壁が沈下 ・流動して傾いている状況がよくわかる。







カラー写真で示す3本 のうち左側の石柱 は中粒の砂岩であるが、石材としては層理面を横 に使
用している。石柱のうち風化破壊が進んでいる部分の高さは40～100cmの問であ り、その間では堆
積時の状態を示す層理の性格が良 く出ている。中央の石柱 は中粒の砂岩であるが、石材 としては
層理面を縦に使用している。このため風化破壊の状況もクラックが縦方向に現れているのが特徴
である。風化破壊の進む部分の高さは40～150cmの間であ り、左側の石柱より上方まで層理に沿っ
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写真ペ ージC:樹 木の成長に基づ く石 造遺跡の破 壊の実態
PageC:TheDestructionofStoneTempleRelicsDuetoJungleForestGrowth



































































図 一4タ フ ォ ニ の 形 成 部 位
Fig-4TwoLocationsofTafoniWeatheringonNatureandStonePillars
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cmまでの高 さの 問であ った。 この ような剥離侵食の生 じる高 さと形状 は、 自然状況下の風 化浸食
で はタフォニTafoni侵食9)'o)1')'2)のうちのサ イ ドタフォニSideTafoniの形成部 と形状 さらには生成
状況が極めて類似 してい ることに注 目したい。 さらにB-2で 示 した石柱 で破壊 と侵食が生 じて
いたのは、石柱下端か ら上方へ 向か ってすなわちOcmから50～60cmの高 さにかけてであった。 これ
は自然状況 下の風 化浸食で は、 タフ ォニ侵 食の うちのベイサル タフォニBasalTafoniの形 成部 と
形状が類似(図 一4)し てい る13)。
この ことか ら今 回調査 したア ンコール地域の石柱 に生 じてい る風化劣化 に よる剥離浸食破壊 は、
自然界で生 じるタフォニ風 化 による微 地形 と同様の状況 を示 してい ることがわか った。 しか もこ
の地域 での砂岩石柱 に生 じているタフォニ侵食の形成速度 は、石造寺 院の構築か らすでに800年程
経過 してお り、B-1右 側の石柱 やB-2左 下の石柱 の侵食深が7～10cmに達 してい ることか ら、
ほぼ100年間で1cmの速 度で進行 しているこ とが推測 された。
この速度 は筆者が これ まで に計測 して きた結果、 自然界の場合で は韓国東部の注文津海岸で得
た値が1年 で1mm位であ った。 イン ド東南部の石造寺院の屋 外で は、1300年間 に数10cm～1mで
あ った。 アンコー ルの場合 は、両者 よ り若干低い値で はあ るが、それ は調査 した石柱 が建造物の
内部 に位置す ることの影響 も大 きい と考 えた14)'5)'6)17)'8)。
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TheWeathering-erosionofStoneTempleRelicsintheAngkorAreaofCambodia
byHiroshiIkeda
NaraUniversity
Nara,Japan
Thisauthordidabriefsurveyofsomelong-lost,nowworldfamous,stonetemplesinthe
tropicalsavannahjungleoftheAngkorareaofCambodia.Theareaisgeologicallystablebecause
itislocatedonpartoftheancientGondwanacontinentallandmass.However,thetempleswere
builtonraisedlandformedfromthesoildugoutfromaroundthesiteforamoat.Asaresult,the
sitehasexperienceddifferentialsubsidenceandothergroundmovements,evidenceofsurface
instability.
Allpartsofthesetempleswerebuiltatthesametimeofthesamestonematerial,so
weatheringhasprogressedatthesamerateforthesameperiodoftime.However,oncloser
observation,thisauthorfoundthatweatheringhastendedtobeconcentratedinparticular
places.Forinstance,somestonepillarstendedtobeweatheredat30‐150cmabovetheirbase,
whileotherstendedtobeweatheredatO‐60cmabovetheirbase.Weatheringofthistafoni
typehasbeenobservedinnatureaswell.
Thisweathering-erosionhasprogressedtodepthsof7‐IOcmsincethetempleswerebuilt
some800yBP,oratanaveragerateoflcmpercentury.Thisauthoranticipatesthatitwill
continueatatleastthisrateinthefuture.Thisisconsideredtobeamatterofgreatconcernfor
thefutureofthesetemples.Thisauthorhopesthattheresultsofthissurveywillbeusefulfor
thefutureprotectionofstonerelics,thereandelsewhere.
Finally,thisauthorwillactivelyseekotheropportunitiestocontinuesurveysinthisarea.I
willlookforevidenceofboth"side-tafoni"and"basal-tafoni"onotherstonetempleetc.
relics.Furthermore,Iwantstocomparethiskindofweatheringtotafoniweatheringinthe
surroundingnaturalenvironment.
